
＜英文法超基礎®>Lv.***合会対象：中3~
田腑鑓勤働き
名詞を節［：：：文の形］で修飾捻ときに使うのが（1． )で、 1には

(2. )・ (3. )・（ク ）が蒻。

( I ha~ 紅丘紐d. ＋◎且 Ifves in Canada. • l ( a fn'erd= He 

• I have ＾ロー五邑沖oll.ves in Canada].r私1-:-はカナダに似加廷紐.J

この碕nヵ寸酌係詞で· (la 和町』を修飾捻［5. ]として働n,n咸
この修飾改溶名詞（今回は a -friend) を (6. )と呼ぶ。
®の文で·((He Jヽとされて＼＼た①(J) lIa fn'end"が whol吋『き換えツ食1つの文，こ

なって＼＼る。 who 自体は(7. )として侵如てい奇と＼＼うことは品詞，~(8. ) 
なので改曲olt (9. )になります。

麟詞のカタマリ It(10. 
す~!

］を作，て後ろ力ら名詞き修飾

回罰紅鑓転種癖
鄭糾逸詞ct (II. )+ (I~ )の4種咲勇で
加詞が‘丸が人以外ぷ誌遭砂、節中で王語として働k((3 )、
目的語として側K (lク ）がある。

鄭糾＇名詞の種類

先行詞 王格 目的格
人 (lぢ． ) ((8. 

人以外、 (16. ) (19. 

両方 (('7. ) （叩．

) 
) 
) 

（所有村ふ）
whose 
whose 

一

｀X胴係綱の
what lむ帆も特殊
如で、また詳しく

ゃ」ます［

（へ s'
I 碑込［wh• [that]謳 anIbe k薗d.
恣 ｮ ◎→人以外 ＝it[aho碑］ V' oI  

→昭準Iヵ<raho亙 I~ r人以外冷‘ので鄭係代＇鑓詞.t wh,珈辱。
曲ich はカタマリの中で(!ll. )として僚加て忌ので王格の横H条イt詞！

r私は、すてきな椋紅洒溶家がほしいJ



回主格雌雌代名詞
主格用法とは、胴係代名詞がそれに続く蔀の中で (2~. )の偕港をしている

ことを言う。
先行言司が人．の蛾姶は (23. )、人以外の揚拾は（洸． ）、またはその点由

が可麟（四 ）を使う。また、関係祠の後3の Vは (26. )に叙泄き。

→先行詞が人の場合は柏atよリも whoを1吏う迄がほとんと．I

刊eeo(e ［皐，（n砥 door)]繋¥·
s s'(=-they) V 

属に住んで＼＼る人々は特しやすい..J

I vis謎ヰこ蝉［戒幽笠翌立 (lo.st畷kll
雨―ず© g(=(t) V 

｀は先蓮オ—ブンしたその店き訪れ瓦

回目的格の鄭訳鑓詞
目的格用法とは関係代名詞がそれに続ぐ節の中で（匁 ）の働きさ
して＼＼ることを言う。
却菩ぼ人の揚冷 l手 (28. )・（刃 ）、

人以外の場合は（初． ）・ (3l. )を使う。

汝目的格の胴係イt名詞は（32. ) ! 

e boY-［（血）［加］ 1竿tyesぉ喝］零蘊
©ー文ノ o’—--上二合 ⑰ ｩ 

r私が咋8会よたその少年はトム怠瓦

誓葛彎妙誓茫旦二l蕊y叙r]
rここは、昨墳沃私ぶ住んでいた街だJ

間係代＇名蓉Iの蝉を見極めるコ＇リ
(33. )を見たら、 Vの後ろに（~. ）力‘を会ッ
→なけれ（ざ‘｀曲吐町hatが省略却て滋．／ ｀りの後ろも．I

刊e誓よ字令怜雫rolay畷紐叫t.
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